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1．はじめに
本学スポーツ健康科学部で開講されているマリンスポーツ実習は、本学部内の所属コースに関係なく
受講することが可能な実習として、毎年 40 名前後の受講者を対象に実施している。2019 年度は、当初
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午後から水上での実習を開始した。1 セッションの時間は 3 時間程度（2 コマ分）であり、本実習期間
中に午前および午後を合わせて計 6 回（12 コマ分）のセッションを実施した。受講生は事前に編成し
た班に分かれて、それぞれ 2 セッションずつカヌー、ヨットおよびウィンドサー フィンに順番に取り組
んだ（図 1 ‒ B，C および D）。また、夕食後には、1 時間程度の座学時間を設け、1 日目にアイスブレー
キング（図 1 ‒ E）、2 日目に搬送理論（図 1 ‒ F）、および 3 日目にロープワーク講習（図 1 ‒ G）を実
施した。本実習期間中は、BSC ウォータースポーツセンター敷地内の施設に宿泊し、食堂にて朝昼晩


















たから」および「内容が面白そうだったから」が、それぞれ 31 および 35 であり、それ以外の選択肢は
6 未満であった。図 2 に本実習を通した精神的負担および体力的負担をそれぞれ「非常に大きかった」















び「生徒」の 6 語が選択された（第 1 群）。同様に、「話す」という語句に対しては、「体験」、「人」、「学
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れぞれ 10% および 30% であった。その要因として集団生活に関連する要因、各マリンスポーツ種目へ
不慣れであったことに関連する要因を挙げていた。これらの結果を踏まえると、本実習で実施したプロ
グラムは、当初設定した到達目標のうち「各マリンスポーツ種目の特性を理解し、基本的な操作ができ
るようになること」、「仲間と協力して集団生活ができるようになること」、および「スポーツ産業に携
わるインストラクターや施設運営者の現状を観察し、キャリア形成のための視野を広げること」などに
対して一定の作用を有していたものと推察される。一方で、到達目標の一つである「ウォータースポー
ツを実施する上で必要となる諸ルールや水上安全法を身につけ、危機管理を実践する」という点につい
ては、それに関連した自由記述が認められなかった。その要因としては、実習中の天候および実習プロ
グラムの影響が考えられる。すなわち、実習中は非常に穏やかな天候に恵まれ、しばしばヨットやウィ
ンドサーフィンを操作する際に必要な風量が得られない状況であった。そのため、実習生は非常に安定
した環境の中で実習に取り組むことができ、大きな怪我や事故がなかった反面、自然の力を肌で感じる
ケースが非常に少なかった可能性がある。過酷な自然環境の中では、安全を確保するために諸ルールや
水上安全法など危機管理に関連した知識の重要度が高まる。そのため、穏やかな自然環境の中での実習
では、それらに対する関心を十分に高められなかった可能性がある。さらに、本実習のプログラムは、
各マリンスポーツ種目の基本的な操作についての実技および帆走理論とロープワークについての座学を
中心としたものであり、水辺活動におけるアクシデントおよびインシデントケースなどを学習する機会
は含まれていなかった。今後は、実技の中で水辺活動に含まれる危険性に言及することや、実習地周辺
におけるアクシデントおよびインシデントケースについての学習を組み込むことなどにより、「ウォー
タースポーツを実施する上で必要となる諸ルールや水上安全法を身につけ、危機管理を実践する」点に
ついての学習効果を高める必要があると考えられる。
4．まとめ
本稿では、マリンスポーツ実習の授業報告およびその中で実施したアンケート調査の結果から、マリ
ンスポーツ実習の教育効果および今後の改善点について検討を行なった。その結果、実習地が遠方のレ
ジャー施設ではなくとも、マリンスポーツに取り組めること自体が十分に履修動機となり得ることが示
唆された。さらに、本実習のプログラムは、当初の到達目標に対して概ね効果的に作用していたと推察
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されるが、「ウォータースポーツを実施する上で必要となる諸ルールや水上安全法を身につけ、危機管
理を実践する」点については、その学習効果を高めるための工夫が必要であると考えられた。また、受
講生が記録した実習ノートからは、経験したことのないマリンスポーツの面白さを発見する様子や、前
日までできなかったことができるようになった経験を通して達成感や自信を感じる様子が伺えた。
以上の点から、日常生活圏からのアクセスが容易な水辺環境を活用した実習型授業では、経験する機
会が少ないアクティビティであるマリンスポーツそのものが履修動機の形成に寄与すること、さらに、
経験したことのないアクティビティへの挑戦を通して、受講生が達成感や自信を感じる機会を提供でき
る可能性が考えられた。今後は、達成感や充実感という側面から、マリンスポーツ実習の心理的および
精神的効果について検討を行なっていく必要があると考えられる。
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